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研究成果の概要（和文）：本研究は、交通システム、活動機会、世帯の活動スケジュールの制約条件に着目したアクテ
ィビティ・アプローチに基づき、乳幼児を子育て中の世帯が多様なライフスタイルを選択できるために、いかに柔軟な
働き方が可能かどうかを検討することを目的とした。子育て世帯の日常生活を制約するバリアの整理を行った上で、子
育て夫婦双方の活動スケジュールを考慮し生活の質に関する指標を出力できるWeb-GISベースの活動交通シミュレータ
ー"ARIGATO"を開発し、大都市と地方都市の共働き子育て世帯に適用し、共働き子育て世帯の時空間制約の分類、家事
・育児や子供の送迎の実態と意識の違い等を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research investigated how diverse lifestyles and flexible work styles can be 
provided for child-rearing households, from the activity-based travel analysis approach. Firstly, we 
summarized barriers constraining daily activities of child-rearing households. Then, we developed the 
Internet GIS-based activity-travel simulator "ARIGATO" which examines parents' activity schedules and 
quality of life, and applied it to child-rearing households in a metropolitan area and a local city. We 
classified spatio-temporal constraints of child-rearing households and revealed difference in behavior of 
and attitude towards housework, childcare and escorting children.

研究分野：都市交通計画

キーワード： 子育て　活動・交通行動分析　Web-GIS　都市計画　交通計画
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１．研究開始当初の背景 
乳幼児・児童を持つ子育て世帯は、外出活
動を含めた日常生活活動の実行において、多
様な制約条件（バリア）に直面している。我
が国では、バリアフリー新法等の整備により、
鉄道駅および駅周辺を中心とした道路や公
共交通等の交通システム、公共施設や商業施
設等の活動機会のバリアフリー化が進めら
れるとともに、授乳・おむつ替えの設備や子
供連れでも利用しやすいトイレ等の整備や
情報提供が進められ、ひと昔前と比較すれば
「子供連れで外出活動に参加しやすい環境」
が整ってきた。一方で、保育所待機児童の問
題、一時保育や病児保育サービスの不足など
「子供を連れずに（仕事や私事等の）外出活
動に参加しやすい環境」については、まだ十
分に整備が進んでいるとは言えない。また、
特に近年増加する共働き核家族世帯におい
ては、子供の保育所送迎が大きな制約条件と
なり、子供の送迎を代行する「子育てタクシ
ー」等の新しいサービスも登場してはいるが、
特に出張時や子供の急病時など非常時にお
ける子供の預け先や仕事の調整等が問題と
なる。非共働き世帯においても、子育てや家
事の負担軽減という視点から、夫（妻）の働
き方は重要な要素である。近年、ワークライ
フバランスといった概念も提唱されている
が、子育て世帯の外出活動を含めた日常生活
活動への参加を容易にし、多様なライフスタ
イルを選択できるためには、柔軟な勤務形態
の採用や、多様な子育て支援サービスの充実
など、職場、地方自治体、民間事業者、NPO
など多様な主体の連携により複数の施策を
組み合わせて実施することが有効であると
考えられる。一方で、インターネットや携帯
電話などの情報通信技術（ICT）の発展と普
及およびパソコンなどの電子機器の小型化
等により、職場以外でも自宅や外出先さらに
移動中にも仕事や仕事関係のコミュニケー
ションが可能となるなど、従来と比較して時
間空間の制約に縛られずに多様な働き方が
実行可能な環境が整ってきている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、交通システム、活動機会、世帯
の活動スケジュールの制約条件に着目した
アクティビティ・アプローチに基づき、乳幼
児を子育て中の世帯が多様なライフスタイ
ルを選択できるために、いかに柔軟な働き方
が可能かどうかを検討することを目的とす
る。具体的には、少子高齢社会および情報通
信技術の普及した現代の都市において「子育
てしやすい働き方」とはどのような姿であり、
どうすればそれが実現可能かを明らかにす
るために、Web-GISベースの活動交通シミュ
レーターを適用し、都市・交通、労働、福祉
分野など多様な要素を組み合わせた施策を
実施した際の、子育て世帯の活動パターンへ
の影響を評価するものである。 
 

３．研究の方法 
既存研究のレビュー、子育て世帯へのイン
タビュー調査およびアンケート調査、
Web-GISベースの活動交通シミュレーターの
開発、代替案および具体的施策の検討、活動
交通シミュレーターによる多様な働き方を
実現する施策の影響評価、研究総括、に分類
される。また、「行動実態・意識理解グルー
プ」、「代替案・施策検討グループ」、「Webシ
ミュレーター開発グループ」の 3グループを
組織して役割分担を行うことで、効率的に研
究を進める。 
 
４．研究成果 
(1)子育て世帯の日常生活を制約するバリア
の整理 
関連既存文献のレビューおよび子育て世
帯へのインタビュー調査等を通して、子育て
世帯の日常生活を制約するバリアの整理を
行った。具体的には、「①交通システムに関
するバリア」、「②活動機会に関するバリア」、
「③子育て支援サービスに関するバリア」、
「④子どもの存在によるスケジュール制約
に関するバリア」、「⑤子育て生活に必要な情
報に関するバリア」、「⑥子育てや子ども連れ
外出に対する人々の意識・理解に関するバリ
ア」の６つに分類し、各バリアを緩和するた
めの施策や対応の具体例を整理した（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 子育て世帯の日常生活を制約するバリ
ア 
 
(2)活動交通シミュレーターARIGATO の開
発 
子育て夫婦双方の活動スケジュールを考
慮し、生活の質に関する指標を出力できる、
子育て世帯の多様な働き方をシミュレーシ
ョン可能な、Google Maps API を活用した
Web-GIS ベースの活動交通シミュレーター
ARIGATO(Activity Rescheduler with Interactive 
Generation of Alternative Travel Opportunities)
を開発した。 
 
(3)活動交通シミュレーターARIGATO の大
都市子育て世帯への適用 
東京 23 区内に通勤する共働き子育て世帯
の母親を対象としたアンケート調査データ
に、活動交通シミュレーターARIGATO を適
用し、共働き子育て世帯の一日の時空間制約
を解析した。その結果、多くの世帯で夕方の
保育園送迎が大きな時空間制約になってい



ることが示された。また、自宅、保育園、夫
の職場、妻の職場の立地関係によって、夫お
よび妻の時空間制約を分類し、立地パターン
別に時空間制約に違いがあることを示した。 
 
(4)活動交通シミュレーターARIGATO の地
方都市子育て世帯への適用 
栃木県宇都宮市の保育園を利用する共働
き子育て世帯の夫婦を対象に、アンケート調
査および活動交通シミュレーターARIGATO
を用いた応答型調査を行い、育児と家事の役
割分担、保育園への送迎の理想の役割分担の
意向について把握した。夫婦共に育児に関わ
る時間を増やしたいという意向を持つ割合
が高い一方、妻は家事の時間を減らしたいと
いうニーズが高いこと、理想の送迎の役割分
担では夫の関与を増やす方向が望まれてい
ることが明らかになった。 
 
(5)ベビーカー利用者の移動時満足度 
 我が国と欧州先進国において実施したWeb
アンケート調査データを用いて、ベビーカー
利用者の移動時満足度の分析を行った。我が
国では、ベビーカー利用時に周囲からの支援
を受けた経験が欧州各国よりも少ないこと、
ベビーカー利用時の認知的幸福感は、一般に
移動時満足度が低いとされる通勤目的より
も低いことが確認された。また、ベビーカー
利用時に周囲の人々から受けた支援の経験
や、記述的規範の知覚が、ベビーカー利用時
の移動時満足度に正の影響を与えているこ
と、日本人のベビーカー利用時の認知的幸福
感は、周囲の人々の対応の影響を受けていな
いことが示された。 
 
(6)心のバリアフリーの重要性の確認 
 我が国において、子ども連れで外出しやす
い環境整備のためには、人々の子育てに対す
る意識・理解を向上させること、すなわち「心
のバリアフリー」が重要であるとの認識から、
2014年 3月に国土交通省が「ベビーカーマー
ク」を定めたことを含め、我が国の子育てに
対する心のバリアフリー推進に関する取り
組み事例等を整理し、改めて心のバリアフリ
ーの重要性を確認した。 
 
(7)今後の展望 
活動交通シミュレーターARIGATO の今後
の展開として、位置情報に基づく交通手段別
所要時間の自動生成、複数日の活動交通パタ
ーンの考慮、自宅、職場、保育所等の立地や
時間制約の変更などの各種施策導入時の世
帯の活動パターンおよび生活の質への影響
の評価、これから子育てを始める世帯が子育
て生活をシミュレーションできるツールの
開発などの方向性を考えている。 
また、我が国の都市において、子育て世帯
が多様なライフスタイルを選択できるため
に、「都市のバリア」の緩和の効果を、「心の
バリア」の緩和によって、いかに向上させる

ことが可能かを検討することも今後の課題
とする。 
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